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町の話題を紹介しています。
皆さんの身近な情報をご連絡
ください。

連絡先
　総務課企画財政グループ
　（広報担当）
　電話 ２５－２１３１
　ＦＡＸ ２５―３５７１

kysomu@town.kiyosato.hokkaido.jp

まちの 題話
　

１
月
５
日
、
プ
ラ
ネ
ッ
ト　

で
平
成　

年
清
里
町
成
人
式
が
行
わ
れ
ま

97

21

し
た
。
今
年
は
、
対
象
者　

名
の
う
ち
男
性　

名
、
女
性　

名
の
計　

名

55

23

18

41

が
出
席
。
華
や
か
な
振
り
袖
や
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
新
成
人
た
ち
は
新

た
な
門
出
を
喜
び
合
っ
て
い
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
二
俣
教
育
委
員
長
が
式
辞
を
述
べ
、
橋
場
町
長
と
村
尾
町
議

会
議
長
よ
り
お
祝
い
の
言
葉
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
新
成

人
一
人
ひ
と
り
が
、「
生
ま
れ
育

っ
た
清
里
の
こ
と
を
誇
り
に
思

い
、
こ
れ
か
ら
は
ひ
と
り
の
大

人
と
し
て
責
任
を
も
っ
て
行
動

し
ま
す
」
な
ど
、
社
会
人
と
し

て
の
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し

た
。

　

式
に
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
成

人
と
し
て
の
権
利
、
そ
れ
に
伴

う
社
会
的
責
任
に
つ
い
て
改
め

て
真
剣
に
考
え
る
と
と
も
に
、

成
人
に
な
っ
た
実
感
を
か
み
し

め
て
い
る
様
子
で
し
た
。

二
十
歳
を
祝
う
成
人
式
に　

名
が
出
席

４１

　

自
立
の
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
（
委
員
長　

安
井
敏
和
さ
ん
）
に
諮
問
し
て
い
た
第
２
期
清
里
町
自

立
計
画
（
平
成　

年
度
か
ら　

年
度
）
の
審
議
結
果
が
、

21

23

１
月
９
日
に
橋
場
町
長
に
答
申
さ
れ
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
第
１
期
計
画
（
平
成　

年
度
か
ら　

年
度
）

16

20

の
評
価
を
も
と
に
、
重
点
課
題
へ
の
取
り
組
み
や
住
民
協

働
と
行
財
政
改
革
の
推
進
、
財
政
推
計
な
ど
で
構
成
さ
れ

て
お
り
、
第
５
次
清
里
町
総
合
計
画
に
つ
な
が
る
新
た
な

自
立
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
と
な
る
も
の
で
す
。

　

答
申
を
受
け
た
町
で
は
計
画
の
素
案
を
作
成
し
、
町
民

意
見
提
出
手
続
き
に
よ
り
、
広
く
意
見
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
手
続
き
の
終
了
後
、
提
出
さ
れ
た
意
見
も
参
考
と
し

な
が
ら
、
計
画
の
最
終
策
定
が
進
め
ら
れ
ま
す
。
な
お
、

意
見
の
募
集
期
間
は
２
月　

日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の

13

で
、
積
極
的
に
ご
意
見
を
提
出
く
だ
さ
い
。

第
２
期
清
里
町
自
立
計
画
の
審
議
結
果
が

答
申
さ
れ
ま
し
た

　

１
月　

日
か
ら　

日
ま
で
の
３
日
間
、
教
育
委
員
会
と

10

12

清
里
町
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
の
共
催
に
よ
り
「
た

い
け
ん
・
は
っ
け
ん
ス
ク
ー
ル　

」
が
厚
岸
自
然
の
家
で

（冬）

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ス
ク
ー
ル
に
参
加
し
た
町
内
の
児
童　

名
は
、
互
い
に

21

協
力
し
あ
い
な
が
ら
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
キ

ャ
ン
ド
ル
や
箸
づ
く
り
な
ど
の
体
験
メ
ニ
ュ
ー
の
ほ
か
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
考
案
し
た
競
技
を
行
う
大
運
動
会
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
か
ら
は
「
色
々
な
挑
戦
を
し
て
み
る
こ
と
で

新
た
な
こ
と
を
発
見
で
き
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
」
、「
自
分

か
ら
行
動
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
語

ら
れ
、
一
回
り
成
長
し
た
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
見
ら
れ
ま

し
た
。

一
回
り
成
長
し
た
３
日
間

「
た
い
け
ん
・
は
っ
け
ん
ス
ク
ー
ル
」
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１
月　

日
、
向
陽
か
ら
江
南
の
登

18

山
口
ま
で
の
約　
　

の
コ
ー
ス
を

15
km

巡
る
、
歩
く
ス
キ
ー
ツ
ア
ー
が
行
わ

れ
、
参
加
し
た　

人
は
冬
の
一
日
を

31

大
い
に
満
喫
し
ま
し
た
。

　

コ
ー
ス
は
、
全
体
に
勾
配
が
緩
や

か
で
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
楽
し

め
る
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
参
加
者

は
、
辺
り
一
面
に
広
が
る
雪
原
と
秀

峰
斜
里
岳
、
遠
く
に
望
む
こ
と
の
で

き
る
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
の
景
色
に
た

い
へ
ん
満
足
し
た
様
子
で
し
た
。

　

ま
た
、
歩
く
ス
キ
ー
の
コ
ー
ス
は

緑
ヶ
丘
公
園
内
に
も
整
備
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

１
月　

日
、
プ
ラ
ネ
ッ
ト　

で

10

97

清
里
町
書
道
協
会
主
催
に
よ
る

第　

回
書
初
席
書
大
会
が
行
わ

30
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
幼
稚
園
児
か
ら
中

学
生
ま
で
の　

人
が
参
加
し
、
新

52

年
に
ふ
さ
わ
し
い
「
う
し
」
や

「
正
月
」
、「
春
光
千
里
」
な
ど
の

課
題
の
書
を
一
字
一
字
ゆ
っ
く

り
と
丁
寧
に
、
新
年
の
想
い
を
筆

に
込
め
て
書
き
上
げ
ま
し
た
。

新
年
の
想
い
を
筆
に
込
め
て

「
書
初
席
書
大
会
」

今
年
一
年
の
安
全
を
願
っ
て

出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

　

１
月
６
日
、
厳
し
い
寒
さ
の
な
か
約　

名
の
消
防
団
員

100

が
、
市
街
地
を
分
列
行
進
す
る
な
ど
、
清
里
消
防
団
出
初

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
団
員
の
皆
さ
ん
は
、
今
年
の
無
火

災
へ
の
誓
い
を
新
た
に
、
町
民
の
生
命
や
財
産
を
守
る
た

め
の
決
意
を
固
め
て
い
ま
し
た
。
こ
の
後
、
プ
ラ
ネ
ッ
ト

　

で
勤
続
表
彰
等
の
各
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
表
彰

97者
は
次
の
と
お
り
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
〈
敬
省
略
〉

平
成　

年
中
無
火
災
表
彰
分
団

20

　

第
一
分
団
（
千　

日
）
、
第
二
分
団
（　

日
）
、
第
三

251

489

分
団
（
２
千　

日
）

783

退
職
消
防
団
員
に
対
す
る
消
防
庁
長
官
表
彰

　

多
田　

功
、
山
端
春
美

北
海
道
知
事
表
彰

　
（
三
十
年
永
年
勤
労
章
）
堀　

覚
、
竹
端
義
弘
（
二
十
年

勤
労
章
）
野
手
昭
博
、
新
谷
一
行
、
佐
藤
浩
昭
（
十
年
勤

続
章
）
畠
山　

出
、
田
中
健
介

北
海
道
消
防
協
会
表
彰

（
功
績
章
）
髙
橋
泰
雄
、
大

西
光
弘
、
永
吉
盛
輝
（
三

十
年
勤
続
章
）
竹
端
義
弘
、

（
二
十
年
勤
続
章
）
野
手
昭

博
、
新
谷
一
行
（
十
年
勤

続
章
）
畠
山　

出
、
田
中

健
介
、
垂
石
義
秋

斜
里
地
区
消
防
組
合
表

彰
（
功
績
賞
二
号
）
前
橋

和
美
（
功
績
賞
一
号
）
西

尾　

昭
、
髙
橋
幸
子
、
佐
々

木
豊
子
、
池
下
富
士
子
、

千
葉
幸
代
、
大
山
雅
史
、

數
原
一
広

歩
く
ス
キ
ー
ツ
ア
ー

で
冬
を
満
喫

十
二
支
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
完
成
間

近
で
す

　

毎
年
、
道
ゆ
く
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
光
岳
小
学
校
前
の
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
今
年
も
点
灯
し
ま
し
た
。
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
十
二

支
の
絵
柄
で
、
毎
年
そ
の
年
の
干
支
が
追
加
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成　

年
11

の
う
さ
ぎ
に
始
ま
り
、
今
年
は
牛

の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
新
た

に
加
わ
り
、
来
冬
に
十
二
支
す
べ

て
出
揃
う
予
定
で
す
。

　

企
画
と
作
成
を
行
っ
て
い
る
、

「
さ
っ
つ
る
や
ろ
う
会
」
の
代
表
、

田
畑
耕
司
さ
ん
は
「
十
二
支
を
知

ら
な
い
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

と
始
め
た
こ
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ

ョ
ン
が
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の

記
憶
に
残
れ
ば
よ
い
と
思
い
ま

す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
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「
ち
ょ
っ
と
暮
ら
し
」
で
清
里
の
生
活
を
体
験

　

町
商
工
会
と
移
住
・
定
住
を
推
進
す
る
会
で
は
「
北

海
道
に
住
み
た
い
」
、「
北
国
生
活
を
楽
し
ん
で
み
た

い
」
と
考
え
て
い
る
方
を
対
象
に
「
清
里
町
ち
ょ
っ
と

暮
ら
し
体
験
事
業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
に
は
、

滞
在
費
無
料
の
ツ
ア
ー
を
企
画
し
、
東
京
や
大
阪
な
ど

で
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
現
在
ま
で
に
首
都
圏
や
関
西
圏
な
ど

様
々
な
地
域
の
方
８
組
が
町
を
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

ツ
ア
ー
は
、
町
内
宿
泊
施
設
や
移
住
モ
デ
ル
住
宅
を

使
用
し
、
清
里
町
の
生
活
を
体
験
す
る
内
容
。
ま
た
、

町
内
施
設
や
観
光
地
の
ガ
イ
ド
付
案
内
な
ど
の
サ
ー

ビ
ス
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ツ
ア
ー
参
加
者
は
「
気
候
や
環
境
な
ど
、
永
住
す
る

に
は
と
て
も
良
い
と
こ
ろ
」
、「
景
色
が
素
晴
ら
し
く

た
め
息
が
あ
ふ
れ
る
ほ
ど
感
激
し
ま
し
た
」
と
実
際
に

住
ん
で
み
た
感
想
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

雪
中
で
の
熱
き
戦
い
「
斜
里
岳
雪
合
戦
」

　

１
月　

日
、　

日
の
両
日
、
焼
酎
工
場
前
の

24

25

ふ
れ
あ
い
広
場
を
会
場
に
、
小
学
生
の
部
に
7

チ
ー
ム
、
一
般
の
部
に　

チ
ー
ム
が
参
加
し
、

12

斜
里
岳
雪
合
戦
２
０
０
９
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

競
技
は
日
本
雪
合
戦
連
盟
競
技
規
則
に
基

づ
き
行
わ
れ
る
本
格
的
な
も
の
で
、
時
間
内
に

相
手
チ
ー
ム
の
フ
ラ
ッ
グ
を
抜
く
か
相
手
全

員
に
雪
球
を
当
て
る
と
競
技
終
了
に
な
り
ま

す
。

　

参
加
者
は
防
寒
具
に
身
を
包
み
、
競
技
開
始

の
合
図
と
と
も
に
激
し
く
雪
球
を
投
げ
合
い
、

白
熱
し
た
試
合
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

小
学
生
の
部
の
優
勝
は
「
清
里
ジ
ャ
ガ
ー
ズ

Ａ
」
、
一
般
の
部
の
優
勝
は
「
日
本
都
市
設
計

（
北
見
市
）
」
で
し
た
。

「
町
職
員
出
前
講
座
」
で
人
命
救
助
を
学
ぶ

　

1
月　

日
、
羽
衣
町
第
二
自
治
会
女
性
部　

人
を
対

25

18

象
に
ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
出
前

講
座
は
、
学
習
会
な
ど
に
町
職
員
が
出
向
き
、
ま
ち
づ

く
り
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
く
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
清
里
消
防
署
の
職
員
に
よ
る
「
応
急
手

当
講
習
」
が
行
わ
れ
、
人
工
呼
吸
や
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ

な
ど
、
心
臓
が
停
止
し
て
し
ま
っ
た
人
へ
の
処
置
の
方

法
や
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
使
用
方

法
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
真
剣
に
実
践
練
習
を
繰
り
返
し
行
う
と

と
も
に
、
パ
ニ
ッ
ク
に
な
ら
ず
に
慎
重
に
傷
病
者
を
観

察
す
る
こ
と
な
ど
の
説
明
を
受
け
、
人
命
救
助
の
難
し

さ
を
実
感
し
て
い
ま
し
た
。

人
権
教
室
で
思
い
や
り
の
心
を
考
え
る

　

1
月　

日
、
緑
町
小
学
校
で
人
権
擁
護
委
員

22

の
小
松
修
二
さ
ん
（
羽
衣
町
第
１
）
、
山
本
真

弓
さ
ん
（
札
弦
町
第
２
）
、
元
氏
公
子
さ
ん

（
大
空
町
）
を
講
師
に
、「
人
権
教
室
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

授
業
に
参
加
し
た
３
年
生
以
上
の
児
童　
11

名
は
、「
障
が
い
を
も
っ
た
子
ど
も
と
の
関
わ

り
」
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
ビ
デ
オ
を
鑑
賞
し
、

友
達
へ
の
思
い
や
り
の
心
な
ど
多
く
の
こ
と

を
考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

授
業
を
受
け
た
児
童
か
ら
は
、「
友
達
を
思

う
や
さ
し
い
気
持
ち
に
感
動
し
た
」
な
ど
ビ
デ

オ
を
見
た
感
想
が
語
ら
れ
、
人
権
に
つ
い
て
身

近
な
問
題
と
捉
え
て
い
ま
し
た
。


